
地域の伝統を守る「お祭り」に参加して 

校長 石川 真一 

去る９月１２日に、八王子市石川町にある御嶽神社で行われたお祭りに初めて参加しました。 

歴史を感じる建物や緑豊かな木々に囲まれ、大変厳かな雰囲気に包まれておりました。その中で 

行われた奉納では、本校の子どもたちが「棒使い」や「花掛かり」を見事に演じていました。 

「棒使い」は、獅子舞に先立ち男の子が、長い棒を握りしめ掛け声を

合わせながら場を清めました。そして、赤い大きな花笠を頭にのせた女

の子は、手に「ササラ」を持ち、リズムよくササラを摺り（すり）なが

ら、獅子を挟んで華やかに舞っていました。それぞれ真剣な表情としな

やかに舞う姿に胸を打たれました。 

地域で大切に受け継がれてきた伝統に触れながら活躍する姿は、

凛々しく頼もしく感じました。 

子ども達が舞や踊りをする中で、温かく見守りほめてくださる地域

の方々の姿を見て、子ども達の成長や伝統を次の世代に継承していこう

とする思いも感じ、地域の皆様に深く御礼申し上げます。 

お祭りを通して、多くの方々が集い顔を合わせて話している姿を目の

当たりにし、地域の人たちを繋げる大切な行事だと実感しました。 

本校は、「心の教育」を重点に教育活動を行っています。これからも

地域とのつながりや伝統を尊重する心を育めるよう取り組んでまいり

ます。今後とも温かいご支援ご協力をお願いいたします。 

約 450 年前に始まった「龍頭の舞」は、神社の建物が傷んで壊れて

きたので立て直しをしました。新しい建物の完成をお祝いして、村の若

者が「みんなが元気でいられるように」「おいしいお米がたくさんとれる

ように」と神様にお願いをする特別な舞（踊り）だと言われています。 

本校では、「龍頭の舞」を４年生が総合の学習で取り組みます。地域の

方々に教えていただき、３学期に発表する予定です。多くの子ども達に

地域の伝統や歴史にふれ、地域を大切にしようとする心情を育てていき

たいです。 

運動会に向けて 

10月 10日（土）に、運動会を実施します。子ども達が友達と協力し練習してきた成果を発表

します。ご覧いただきたいので、ぜひご来校ください。 

昨年度と大きく変更することは、先日「運動会について」を配布しましたように、本部がフェン

ス側になり児童席もフェンス側にします。そのため保護者・地域の皆様は、校舎側から観覧してい

ただくことになります。また、学年優先スペースを設けず、はぴこみボランティアの方々の協力も

得て実施します。 

譲り合ってご観覧いただけますようお願いいたします。 

伝える！ つなげる！ ゴースマイル！ 
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